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　年長組で編み物に興味を持つ子が増え、「このマフラー
自分で作った！」と嬉しそうに家に持ち帰る姿がありま
した。これまで年下の子と関わってきた経験から「プレ
ゼントしてあげたい」という声が聞かれ、それならお店
屋さんを開こうと“あみものやさん”の準備が始まりま
した。
　「ポスターはどこに貼ったらみんなに見てもらえるか
な？」「こども園のみんながお客さんで来たらマフラーは
いくついるかな？」「２階でお店を開いたら１階の小さい
子たちが来られなくなるよ。どこがいいかな？」などと
自分の思いを伝え合い、友だちと一緒に考えて行動する
姿はとても生き生きとしていました。準備を進めていく
うちに降園時にマフラーを首に巻く子が増えていき、ブー
ムが広がっていることが伝わってきました。
　当日は、開店時間にたくさんのお客さんがやってきて

大にぎわい。お店屋さんは、張り切って「どれにします
か？」と積極的に声をかけていました。小さなお客さん
たちは、自分の好きな色のマフラーを受け取りうれしそ
うに首や腕、頭に巻いていました。お店屋さんに影響を
受けた年少組では、保育室に戻るなりチケットと看板を
作り「あみものやさんで～す！」「チケットをどうぞ」と
お店屋さんごっこが始まっていました。
　時には友達と思いが合わないこともありますが、子ど
もたちが興味を持ってやりたいと感じ、友達や保育教諭
と話し合って一緒に取り組むことで、達成感や満足感を
味わうことができるようです。 “あみものやさん”を通
して、子ども同士が繋がっていくことの大切さを感じま
した。大人が教えるのではなく、遊びを通して子どもた
ち自身が体験し、感じることができるよう関わっていき
たいです。

あみものやさん開店
つばきこども園

　ののいち椿館の水鉢を写した１枚です。
椿まつりの期間中、花盛りのツバキを見
に来た人やガイドツアー参加者など、多
くの人が椿館に足を運んでいました。
　椿まつりの様子は 28 ページで紹介して
います。また、載せきれなかった写真は
市ホームページにも掲載中。ぜひ左記二
次元バーコードからチェック！
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